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東京都荒川区地域において、平成 19 年度から平成 21 年度に渡り、ＥＳＴモデル事業

を実施している。その事業の一つとして、南千住汐入地区の小中学校での「環境交通学

習」がある。 

この地域には、荒川区立汐入小学校と同区立第三中学校があり、両校は「環境交通

学習」のプログラム作りに於いて、協議会や地域の住民やＮＰＯと連携し、プログラムの

開発・実践を進めている。この学習のポイントと実践結果の概要について報告する。 

プログラムは、小学校４年生から、中学 1 年生に渡る、一連の流れで授業を進める内

容である。 

各学年のハイライトとなる学習は、小学校４年では、「ふるさと文化館体験」で、地域

の歴史と交通を体験するまち歩き学習を中心とする。小学校５年では、「交通プランを考

える」が中心となり、かしこいクルマの使い方を考える。小学校６年では、「グリーンマッ

プづくり」に取組み、地域の課題を発見する。最終年度の中学校１年では、「自分たちの

住む、将来のまちの姿を設計しよう！」と題し、6 年生までの体験や知識、まちへの愛着

を持って、テーマを設定し、まちの調査を行い「環境交通のまちづくりへの提案」を取りま

とめるという学習である。 

まちを様々な角度から体験し、好きになり、より良くしていこうとする、社会に主体的に

関わる姿勢を育むことを特長としている。 

平成 19 年度の授業では、地域のコミュニティバス路線の計画をテーマとして組み込

んだ。この学習において中学生が独自の路線案を地域へ提案したことで、大人たちの

路線案の検討を促進することにつながり、路線確定の原動力となった。このように、ただ

「発表会で発表すること」を到達点とするのではなく、地域がより良くするための具体的

な提案を地域に投げかけ、それによって地域社会に目に見える変化が起こったことを体

験することで、さらに学習を深めるという効果も期待し、学習を組み立てている。 

平成 20 年度は、小中両校で「キャリヤ教育」の一環として充実させ、11 月 20 日に研

究発表会に向け活動を始めている。なお、10 月 11 日（日）の当該地区での環境交通イ

ベントでも、活動を紹介予定である。 

キーワード：環境交通、環境まちづくり学習、キャリヤ教育、総合的な学習の時間 

上記活動に合わせ、平成 22 年 2 月の「低炭素地域づくり計画」策定に向け、地域協議会による検討

を開始し、交通以外も含めた、『低炭素化した、歩いて楽しいまちづくり』に着手しています。 



小学校４年生から、中学 1 年生に渡る 一貫した 

まちを体験し、好きになり、よりよくしていきたいという姿勢を育み 

『環境交通のまち・あらかわ』をつくりあげる 一連の学習 
 

平成 19 年度から、汐入小４年生、第三中学１年生が取り組み始めた「環境交通の学習」

は、２年目となりました。平成 20 年度は、汐入小学校４年生、５年生、６年生、そして、第三

中学１年生の４学年の一貫した学習として取り組みました。 

この学習は、「環境交通のまち・あらかわ」づくりに向け、各学年の発達段階、また他の教

科との関わりを考慮しながら進められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

汐入小学校 第４学年 

歩いて楽しいまち・汐入 
まち歩きを通して 地域の交通や歴史について知る 

汐入小学校 第５学年 

自動車の使い方を考えよう 
交通の重要性や適切な交通手段の選択について考える 

（第３学年 準備段階） 

交通って何だろう 
興味・関心をもつ 

汐入小学校 第６学年 

歩いて楽しい環境交通のまちづくり 
まちの現状を調査して課題や問題点に気づき、 

環境交通のまちづくりについて考える 

環境交通のまち・あらかわ 

汐入小学校 総合 

第三中学校 第１学年 

自分たちのまちの姿を設計しよう！ 
環境交通に関わるテーマについて 

多方面から調べ・体験し、自分たちの提案をまとめる 

第三中学校 総合 
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(環境省 平成 20 年度東京都荒川区地域におけるＥＳＴモデル事業推進のための普及啓発業務)

※裏面の今年度の活動紹介
も是非ご覧下さい。 



 
 
 
 

 
 
 

荒川自然公園を経由し上野動物園まで
の移動について、様々な視点から交通手
段を選んでみる学習を体験しました。 

地域の環境地図『グリーンマップ』をつく
るために、まち探検でいろいろなアイコ
ンを探し、大きな絵地図をつくりました。

地域の歴史を『ふるさと文化
館見学』や、まち歩きを通じて
体験、様々な発見をしました。

環境交通に関連する４つのテーマにつ
いて、チームに分かれ調査をし、『地
域の未来への提案』をまとめました。 

テーマ１．「健康を考える」（歩いて楽しいまち） 
「汐入おすすめウォーキングコース！」 

テーマ２．「自転車の利用を考える」 
「自転車シェアリングで街の再発見！」 

テーマ３．「環境にやさしい消費を考える」 
「ｴｺﾎﾟｲﾝﾄｼｽﾃﾑを実現させよう！」 

テーマ４「かしこいクルマの使い方を考える」 
「汐入のカーフリーゾーンを考えよう！」 

汐入小学校 第４学年 

歩いて楽しいまち・汐入 
まち歩きを通して 地域の交通や歴史について知る 

汐入小学校 第５学年 

自動車の使い方を考えよう 
交通の重要性や適切な交通手段の選択について考える

汐入小学校 第６学年 

歩いて楽しい環境交通のまちづくり 
まちの現状を調査して課題や問題点に気づき、 

環境交通のまちづくりについて考える 

汐入小学校 総合 

第三中学校 第１学年 

自分たちのまちの姿を設計しよう！ 
環境交通に関わるテーマについて 

多方面から調べ・体験し、自分たちの提案をまとめる 

第三中学校 総合 

(環境省 平成 20 年度東京都荒川区地域におけるＥＳＴモデル事業推進のための普及啓発業務) 
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